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第7章 新幹線開業に向けたロードマップ 

 

新幹線を核としたまちづくりに向け、「観光振興分野」「まちなみ形成分野」「交通アクセス分

野」の３分野にわたってロードマップを作成した。 

 

 

▼新幹線開業に向けたロードマップの分野及び項目一覧 
分野 項目 

観光振興分野 市場環境に対応した施設の多様化 

食の活用による需要の通年化 

新幹線開業に向けたブランド力の強化 

地域連携ＤＭＯの実現 

移住・定住の促進 

まちなみ形成分野 中心市街地における商業機能の確保 

交流拠点「まちの駅」の整備 

地域資源を活用した特産品の開発 

長万部のシンボルとなる駅舎デザインの検討 

交通アクセス分野 利便性の高い駅機能の確保 

長万部駅を起点とした交通アクセス機能の向上 

駅周辺における駐車機能の確保 

多様な利用者に配慮した移動区間の確保 

ニーズに合わせた二次交通サービスの充実 

二次交通網構築等に関する広域的な協議の場づくり 

高架下空間の有効活用 
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7.1  観光振興分野 

 

7.1.1  市場環境に対応した施設の多様化 

 

概  要   
現状及び課題  
○深刻な施設の老朽化及び偏ったターゲット層の解消 
○温泉資源の有効活用による収益性向上 
○増加する外国人客や新幹線によって増加する個人客への対応 
留意事項  

○宿泊事業者の自主性を担保した個性と多様性のある宿泊機能の確保 
○金融機関等との連携 
○観光市場環境の変化に対応した付加価値の高い観光産業の育成及び雇用の創出 
事業主体  

◎宿泊事業者    ○金融機関 
工  程      

  

○新幹線によって増加する顧客層を取り込むことができる施設づくり（既存宿泊施設の改修・新設等）

の支援（施設改修融資制度の創設等） 
○未利用資源（源泉・土地）の活用による町内外からの新規参入者の公募 

 

短期
（H29～H32)

・制度の枠組み

決定

中期
(H33～H37）

・制度の運用開

始
・公募開始

長期
（H38～H42）

・施設整備、営

業開始
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7.1.2  食の活用による需要の通年化 

 

概  要   
現状及び課題  
○深刻な観光入込の季節変動 
○地域固有の食文化の活用 
○新幹線で来訪する客層に合わせた広域的な視点での食材発掘 
留意事項  

○道外市場やインバウンド市場の取り込み 
○広域的な視点に立った資源の発掘 
○観光需要の平準化による観光産業の稼働率・生産性向上及び雇用の創出 
○地域固有の資源の活用により「本物」を提供することを意識 
事業主体  

◎宿泊事業者及び観光協会    ○農協、漁協 
工  程      

 

  

○これまで地域が蓄積してきた歴史を活用し、長万部町内の「あたり前」の素材・調理法を発掘・磨き上

げ 
○長万部が広域エリアの玄関口になることを意識し、南後志や檜山北部、西胆振エリアなどを含めた

食材の発掘・提供 
○閑散期に的を絞った町内及び広域エリアの旬の素材を活用したキャンペーンの展開 

 

短期
（H29～H32)

・長万部町の伝
統の味の調査

・広域的な食資
源の発掘

中期
(H33～H37）

・閑散期の食資

源を活用した
キャンペーン
試行

長期
（H38～)

・閑散期のキャ

ンペーンの本
格展開
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7.1.3  新幹線開業に向けたブランド力の強化 

 

概  要   
現状及び課題  
○増加する外国人客や観光ニーズの多様化への対応 
○地域固有の観光資源の見直し 
○長万部温泉の温泉街としての魅力向上 
留意事項  

○観光プログラムの展開を担うガイドの育成や予約・ＰＲ機能の確保 
○外国人観光客への対応力強化に向けた意識の醸成 
○新幹線開業に向け、費用対効果の視点を持った長期的な視点での取組 
事業主体  

◎宿泊事業者及び観光協会、温泉利用組合等 ○町、長万部高校・東京理科大など  
工  程      

 

 

  

○滞在拠点としての長万部のポテンシャルを高めるために、長万部の資源を活用した観光プログラム

を開発 
○今後更なる増加が予想される外国人観光客の取り込みへ向けた宿泊施設等の対応力向上 
○温泉街全体のブランドイメージを高めるようなシンボル的な空間づくり（足湯やポケットパーク等） 

 

短期
（H29～H32)

・地域資源を活用
した観光プログ
ラムの開発

・外国人対応力向

上セミナー等の
開催

中期
(H33～H37）

・イベント形式に
よるプログラム
の試行

・シンボル的な空

間づくりの方針
決定

長期
(H38～）

・観光プログラム
の事業化・運
用・改善

・シンボル空間の

整備
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7.1.4  地域連携 DMO の実現 

 

概  要   
現状及び課題  
○観光需要を地域産業の育成や雇用の拡大に結びつける機能の強化 
○新幹線開業に伴う需要層の変化を踏まえた広域的な連携 
○急激に変化する観光市場動向を踏まえた戦略的な思考や外国人対応ができる人材の育成 
留意事項  

○新幹線開業を見据えた広域的な視点での地域連携 
○市場の変化に柔軟に対応できる自律的な組織づくり 
○長期的な視点にたった地域の観光産業を支える人材の育成 
事業主体  

◎観光協会等    ○町、広域協議会、広域エリアの自治体 
工  程      

 

  

○観光協会を核としながら、観光に関連する町内の各組織、さらには広域的な視点での観光振興を推

進する組織づくり 
○駅周辺エリアにおける町内及び広域的な観光情報提供 
○地域全体において急激に変化する観光市場の動向に対応できる人材の育成 

 

短期
（H29～H32)

・広域的に観光を
推進するＤＭＯ
組織の枠組み決
定

中期
（H33～H37)

・新幹線開業を見
据えた人材の誘
致・育成

・広域ＤＭＯ組織

の構築

長期
（H38～H42)

・ＤＭＯ組織が主
体となった新幹
線駅周辺におけ
る情報提供機能

の構築
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7.1.5  移住・定住の促進 

 

概  要   
現状及び課題  
○町内の居住人口が年々減少 
○新幹線開業のメリットを活かし、二地域居住も視野に入れた定住人口の拡大 
留意事項  

○新幹線開業によるアクセス性（札幌と函館の中間地点、ニセコなどリゾートエリアとの近接性）の訴求 
○既存インフラ（上下水道、道路、教育施設等）の有効活用 
事業主体  

◎町   ○観光協会   ○不動産所有者など 
工  程      

 

 

 

 

 

  

短期
（H29～H32)

・立地条件のＰ

Ｒに向けた戦
略検討

中期
（H33～H37)

・活用可能な不

動産（空き家
や土地等）の
整理

長期
（H38～H42)

・効果的・効率

的なＰＲの展
開

○新幹線によるアクセス性の向上など滞在拠点としての長万部のポテンシャルを最大限に活用した移

住・定住の促進 
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7.2  まちなみ分野 

 

7.2.1  中心市街地における商業機能の確保 

 

概  要   
現状及び課題  
○新幹線開業に向け、長万部の顔となる空間の確保 
○長万部駅の乗降客の町内への消費や周遊を促す空間づくり 
○次世代の地域の商業を支える事業者及び人的資源の確保 
留意事項  

○地域の商業を巡る厳しい市場環境を踏まえた現実的かつ持続的な取組 
○新幹線の乗降客による消費を受け止める機能・空間の創出 
事業主体  

◎商工会及び商工事業者    ◎町（基盤部分）   ○金融機関  
工  程      

 

 

 

  

○長万部駅周辺における長万部の顔となる商業機能の確保に向けた民間を主体とした商業空間づくり 
○長万部駅周辺における長万部の顔となる商業機能を支える基盤整備 

 

短期
（H29～H32) 

・駅周辺の商業機能
を支える基盤整備
の方針決定

・都市マスタープラ
ン及び立地適性化

計画の策定により
都市計画上の位置
付け明確化

中期
（H33～H41) 

・商業空間及び

商業機能を支
える基盤整備
（用地買収・

施設整備等）

長期
（H42～) 

・新幹線開業に

向けて営業開
始
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7.2.2  交流拠点「まちの駅」の整備 

 

概  要   
現状及び課題  
○新幹線開業に向け、長万部の顔となる空間の確保 
○長万部駅の乗降客の消費促進 
留意事項  

○長期的な維持・運営コストの負担 
○官民の連携分担による効率的な施設整備及び運営方式 
○広域の拠点となる駅という点を意識した機能構成 
事業主体  

◎町    ○観光協会、商工事業者 
工  程      

 

 

  

○駅周辺に特産品の販売や飲食機能を有し、観光情報提供機能と一体となった拠点施設の整備 
 

短期
（H29～H32)
・基盤整備の方向性
決定（用地の決
定）

・都市マスタープラ
ン及び立地適性化

計画の策定により
都市計画上の位置
付け明確化

中期
（H33～H37)

・運営組織の

あり方や具
体的機能の
決定

長期
（H38～H42) 

・新幹線開業に

向けた施設整
備
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7.2.3  地域資源を活用した特産品の開発 

 

概  要   
現状及び課題  
○新幹線開業に向け、長万部の個性を活かした特産品づくり 
○長万部駅の乗降客による消費を地域経済に波及させる体制づくり 
留意事項  

○地域の特産品や食の伝統など多様な地域資源の活用 
○顧客目線に立った商品開発 
○町内各産業への波及効果の拡大に留意した特産品開発 
事業主体  

◎食品製造事業者   ○漁協、農協、商工会、観光協会 
工  程      

 

 

  

○町内で生産される農水産品や町内で伝統的に親しまれてきた菓子など地域資源を活用した特産品

の開発 
 

短期
（H29～H32)

・各種支援制度
などを活用し

た特産品開発
の試行

中期
（H33～H41)

・特産品販売の

事業化・改善

長期
（H42～)

・市場動向に合

わせた持続的
な特産品の改
善



7-10 

7.2.4  長万部のシンボルとなる駅舎デザインの検討 

 

概  要   
現状及び課題  
○高高架構造になることにより、駅舎を含めて市街地の景観が大きく変化 
留意事項  

○機能性の確保を踏まえた地域の景観と調和する駅舎デザイン 
○長万部の個性に合わせた地域のらしさが盛り込まれたデザイン 
事業主体  

◎ＪＲＴＴ、ＪＲ  ○長万部高校・東京理科大など 
工  程      

 

  

○地域の象徴となる駅舎デザインの検討 
 

短期
（H29～H32)

・町としての要

望の方向性を
とりまとめ

中期
（H33～H39)

・事業主体に対

する要望及び
デザインへの
反映

長期
（H40～H42)

・駅舎の整備
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7.3  交通アクセス分野 

 

7.3.1  利便性の高い駅機能の確保 

 

概  要   
現状及び課題  
○東西市街地の連携強化 
○室蘭、苫小牧方面へのアクセス性の充実 
○新幹線と在来線（小樽方面、函館方面）のアクセス性の充実 
留意事項  

○バリアフリーな利用空間の確保 
○駅周辺の交通ターミナル機能との連携 
○駅舎の東西に分布する機能（宿泊、商業、交通）の相互連携強化 
事業主体  

◎ＪＲＴＴ、ＪＲ   ○漁協、農協、商工会、観光協会 
工  程      

 

 

  

○長万部駅の東西を結ぶ自由通路の整備 
○長万部駅を起点とした乗継客の利便性確保（リレー列車の運行便数確保等） 
○長万部駅を起点とした在来線利用客の利便性確保（長万部～新函館北斗間、長万部～小樽間） 

 

短期
（H29～H32)

・町としての要望
の方向性を決定

・都市計画上の位
置付け決定（自

由通路）

中期
（H33～H39)

・事業主体に対

する要望

長期
（H40～H42)

・駅舎の整備
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7.3.2  長万部駅を起点とした交通アクセス機能の向上 

 

概  要   
現状及び課題  
○鉄道駅利用者の急増に対応したターミナル機能やアクセス道路機能の強化 
○長万部の顔となる空間及び機能の確保 
○広域的な利用客の利便性向上 
留意事項  

○バリアフリーに配慮した乗継空間 
○地域景観や沿道景観への配慮 
○交通量の増大に対応できる道路構造（拡幅等） 
事業主体  

◎道路事業者（道、町）   ○交通事業者 
工  程      

 

 

  

○長万部駅の東口及び西口における二次交通への円滑な移動等を目的とした駅前広場の整備 
○急激に増加することが予想される長万部駅を起点とした交通需要を円滑に処理するためのアクセス

道路の整備 
 

短期
（H29～H32)

・都市計画上の位
置付け決定（ア
クセス道路、駅
前広場）

中期
（H33～H39)

・アクセス道路の
整備に向けた用
地買収・補償等

長期
（H40～H42)

・駅前広場の整備
及びアクセス道

路の整備
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7.3.3  駅周辺における駐車機能の確保 

 

概  要   
現状及び課題  
○開業時における駐車場需要の急増への対応 
○地域特性（積雪・寒冷等）を踏まえ、駐車場利用客の利便性に配慮した駐車場の配置及び性能確保 
留意事項  

○利便性及び近接性に配慮した駐車機能の確保 
○駐車場の整備・維持コスト（除雪費等）を含めた費用対効果の視点への留意 
○地域の気候特性やバリアフリーへの配慮 
事業主体  

◎町   ○ＪＲＴＴ 
工  程      

 

 

  

○新幹線開業によって大きく増加することが見込まれる駐車場の需要に対し、高架下の空間等を活用

した利便性の高い駐車場を整備 
 

短期
（H29～H32)

・町としての要望
の方針決定（高
架下利用等）

中期
（H33～H40)

・用地の確保、構
造及び事業手法
の決定

長期
（H41～H42)

・駐車場の整備
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7.3.4  多様な利用者に配慮した移動空間の確保 

 

概  要   
現状及び課題  
○多様なバリアフリーニーズ（車椅子だけでなく、大きなキャスター付きスーツケースを持ったまま駅の

階段を昇降する外国人観光客など）の存在 
○駅利用客の拡大に合わせ多様性に配慮した空間づくり 
○大規模な災害時等の新幹線利用者等の受け入れ体制や避難ルートの構築が必要 
留意事項  

○今後整備を予定している多様な構造物と一体となったバリアフリー空間の形成 
○物理的な側面だけでなく言語のバリアフリー（案内版の多言語化等）にも配慮 
○地域の気候特性に合わせた冬期間の利用への配慮 
事業主体  

◎町、ＪＲＴＴ、ＪＲ 
工  程      

 

 

  

短期
（H29～H32)

・バリアフリー基本
構想の策定

・町としての駅への
防災機能付加の要
望とりまとめ

中期
（H33～H37)

・バリアフリー基本
構想の各種基盤整
備事業への適用

・事業主体への防災
機能付加の要望

長期
（H38～)

・バリアフリー基
本構想の各種基
盤整備事業への
適用

・駅舎の整備

○駅周辺における車椅子やベビーカー、キャスター付スーツケース利用者が円滑に移動できる移動空

間の確保（バリアフリー基本構造の作成等） 
○災害時における駅利用者の安全を確保する施設や仕組みづくり（避難ルートの整備、非常用食料等

の備蓄、駅舎施設を活用した一時避難場所の確保等） 
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7.3.5  ニーズに合わせた二次交通サービスの充実 

 

概  要   
現状及び課題  
○新幹線長万部駅を起点とした公共交通利用者の乗継ニーズへの対応 
○長万部駅の広域的な拠点性を向上させる多様な二次交通サービス 
留意事項  

○需要環境や交通事業者の事業性を考慮した持続可能な二次交通サービス 
○広域的な連携による二次交通サービス 
○行政と交通事業者の連携による検討体制の構築 
事業主体  

◎交通事業者（バス事業者、タクシー事業者、レンタカー事業者等） 
工  程      

 

 

  

短期
（H29～H32)

・広域的な検討組
織の構築

中期
（H33～H41)

・具体的な二次交
通サービスに関
する実証事業等
の展開

・レンタカー事業
者の誘致

長期
（H42～)

・開業時及び開業後
における実証事業
の展開

・開業に合わせた地

域公共交通網形成
計画策定

○長万部駅を起点として広域エリアの観光拠点等を結ぶバスアクセス網及びタクシーサービスの提供

（シャトルバス、定期観光バス、乗合タクシー、ガイドタクシー等） 
○個人やグループの観光客、ビジネス客などが長万部を起点として広域エリアを周遊するためのレンタ

カー機能の誘致 
○長万部を含む広域エリアで利用可能なバスや鉄道、フェリー等を含めたエリアフリーパスの検討 
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7.3.6  二次交通網構築等に関する広域的な協議の場づくり 

 

概  要   
現状及び課題  
○長万部駅の広域的な拠点性を向上させる多様な二次交通サービスの検討においては、広域的な自

治体や交通事業者との連携が必要 
留意事項  

○広域的な行政機関や自治体の連携による検討体制の構築 
○行政と交通事業者の連携による検討体制の構築 
事業主体  

◎協議会 
工  程      

 

 

  

○長万部町を事務局とし、檜山北部、南後志、西胆振など広域エリアで二次交通網の構築等に向けた

協議を行う場の形成 
 

短期
（H29～H32)

・広域的な検討組
織づくりの構築

中期
（H33～H41)

・具体的な協議
・各種需要調査や
実証事業の展開

長期
（H42～)

・開業及び開業後
における実証事
業やプロモー
ションの展開
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7.3.7  高架下空間の有効活用 

 

概  要   
現状及び課題  
○長万部駅及び駅前後区間の構造（高高架構造）を踏まえた、高架下空間の有効利用 
留意事項  

○限定された利用条件（高架構造への影響を与えないよう配慮が必要） 
○天候に左右されない高架下という特性の活用 
○維持コスト負担への配慮 
事業主体  

◎町（又は民間事業者） 
工  程      
 

 

○長万部駅周辺における高高架構造により生じる高架下空間の有効活用促進 
 

短期
（H29～H32)

・町としての要
望の方向性を

決定

中期
（H33～H39)

・事業主体に対

する要望

長期
（H40～)

・駅舎の構造を踏
まえた具体的な
利用方策決定及

び整備
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